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　　　LIBRARY図書館 情 報 局 生
涯
生
涯

学
び
学
び

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

心
豊
か
に学

習
学
習
生涯学習課　 ☎43-3383
中央公民館　 ☎43-3535
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110

お
願
い　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に

よ
り
、
講
座
が
延
期
も
し
く
は

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
参
加
の
際
に
は
必
ず
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
発
熱
や
倦
怠
感
な

ど
の
体
調
不
良
時
は
参
加
自
粛

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
講
座
の
申
込
期

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
講
座
の
申
込
期

間
の
間
の
平
日
９
時
か
ら

平
日
９
時
か
ら
1717
時
ま
で

時
ま
で
、
各
公
民
館
の

、
各
公
民
館
の

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

　

ロ 

ー
プ
ワ
ー
ク
教
室

　
西
木
に
ゆ
か
り
の
あ
る「
戸
沢
氏
」に
つ
い

て
、
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 
日
時
／
11
月
22
日
㈫ 

10
時
～
11
時
30
分

● 
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

● 
講
師
／
加
藤
義
規
氏

● 

受
講
料
／
無
料

● 

持
ち
物
／
筆
記
用
具

● 

定
員
／
15
人

● 

申
込
期
間
／
11
月
1
日
㈫
～
18
日
㈮

● 

申
込
み・問
合
せ
／
中
央
公
民
館

生
涯
学
習
課
か
ら

　

地 

域
学
校
協
働
活
動　
活
動
紹
介

生
保
内
中
学
校

　
　
　
　
　
「
Ｄ
Ｊ
講
演
会
」

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
岩
見
谷
慎
太
郎
さ

ん（
広
報
6
／
1
号
紹
介
）が
、
生
保
内
中
学

校
２
年
生
に
向
け
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
世
界
最
大
規
模
の
Ｄ

Ｊ
大
会
で
優
勝
の
経
歴
を
持
つ
岩
見
谷
さ
ん

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
大
音
響
に
驚
き
な
が

ら
も
リ
ズ
ム
に
乗
り
な
が
ら
ラ
イ
ブ
感
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
実
演
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム

で
は
、「
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
と
き
や
世
界

大
会
で
優
勝
し
た
と
き
の
心
境
」、「
世
界
で

活
躍
す
る
Ｄ
Ｊ
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
最
後
に「
い
ろ
い
ろ
な

魅
力
の
あ
る
仙
北
市
に
住
む
皆
は
ラ
ッ
キ
ー
。

外
に
出
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
が
、

そ
ん
な
と
き
で
も
自
分
の
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持
っ
て
欲
し
い
」と
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、

協
働
活
動
推

進
員
さ
ん
の

紹
介
で
9
月

7
日
に
市
民

会
館
で
実
現

し
ま
し
た
。

世
界
を
見
て

き
た「
プ
ロ
の

言
葉
と
Ｄ
Ｊ

プ
レ
イ
」
は
、

生
徒
た
ち
の

心
に
響
い
た

よ
う
で
す
。

　

さ 

つ
ま
い
も
か
の
こ
作
り
教
室

　
今
が
旬
の
さ
つ
ま
い
も
で
簡
単
お
菓
子
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

● 

日
時
／
11
月
18
日
㈮ 

①
10
時
～
12
時
、

②
13
時
30
分
～
15
時
30
分

● 

場
所
／
旧
石
黒（
恵
）家

● 

講
師
／
浅
利
久
美
子
氏

● 

受
講
料
／
５
０
０
円

● 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

　

障 

が
い
者
の
生
涯
学
習　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
「
防
災
体
験
教
室
」

　

ふ 

る
さ
と
講
座

　

年 

賀
状
の
書
き
方

　

ジ 

ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
体
験
教
室

　
高
所
作
業
時
の
安
全
確
保
に
有
効
な
結
び

方
な
ど
、
役
立
つ
結
び
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

● 

日
時
／
11
月
10
日
㈭
、
18
日
㈮
、
24
日
㈭ 

（
全
3
回
）10
時
～
12
時

● 

場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

● 

講
師
／
高
橋
幸
雄
氏

● 

受
講
料
／
無
料

● 

持
ち
物
／
練
習
用
ロ
ー
プ
は
会
場
で
準
備
。

（
持
参
も
可
）

● 

定
員
／
10
人

●
募
集
期
間
／
11
月
1
日
㈫
～
定
員
で
締
切

● 

申
込
み・問
合
せ
／
中
央
公
民
館

● 

定
員
／
①
、
②
と
も
各
５
人

● 

募
集
期
間
／
11
月
4
日
㈮
～
定
員
で
締
切

● 

申
込
み・問
合
せ
／
角
館
公
民
館

　
も
し
も
の
時
に
備
え
、
防
災
に
関
す
る
こ

と
や
災
害
時
の
対
応
な
ど
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

● 

日
時
／
11
月
29
日
㈫ 

9
時
50
分（
受
付
）～

11
時
50
分

● 

場
所
／
指
定
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所「
愛
仙
」

● 

講
師
／
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
社
会

教
育
主
事
）

● 

内
容
／
防
災
対
策
と
災
害
時
対
応
な
ど

● 

受
講
料
／
無
料

● 

持
ち
物
／
内
履
き
、
そ
の
他
各
自
の
必
需
品

● 

定
員
／
30
人

▼ （
注
1
）介
助
が
必
要
な
方
は
、
ご
家
族
の

方
な
ど
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ （
注
2
）運
動
制
限
の
あ
る
方
は
、
事
前
に

参
加
の
可
否
を
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ （
注
3
）参
加
者
へ
の
配
慮
事
項
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
事
前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

● 

募
集
期
間
／
11
月
1
日
㈫
～
18
日
㈮

● 

申
込
み・問
合
せ
／
中
央
公
民
館

　
友
人
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
へ
、
心
を
込

め
た
直
筆
の
年
賀
状
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

日
時
／
①
11
月
30
日 

②
12
月
7
日 

③
12
月

14
日（
毎
週
水
曜
日
）10
時
～
11
時
30
分

● 

場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

● 

講
師
／
鈴
木
佐
岐
子
氏

● 

受
講
料
／
無
料

● 

持
ち
物
／
筆
ペ
ン
な
ど
の
筆
記
用
具

● 

定
員
／
10
人

● 

申
込
期
間
／
11
月
1
日
㈫
～
21
日
㈪

●
申
込
み・問
合
せ
／
中
央
公
民
館

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ン
テ
リ
ア
で
も
使
え
る

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

● 

日
時
／
12
月
14
日
㈬
、 

21
日
㈬ 

10
時
～
12
時

（
両
日
同
じ
内
容
で
、
両
日
参
加
も
可
能
）

● 
場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー

● 

講
師
／
ハ
ー
ト
ハ
ー
ブ 

ス
タ
ッ
フ

● 

受
講
料
／
６
０
０
円（
材
料
代
）

● 

定
員
／
各
回
10
人

● 

申
込
期
間
／
11
月
1
日
㈫
～
25
日
㈮

● 

申
込
み・問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

田沢湖図書館 ☎43-1307

　わたしたちのハンドメイド作品展テーマ展示

　田沢湖図書館で行ってい
る手作り教室の生徒さんた
ちの作品展です。
　手芸の本もたくさん展示
します。もちろん貸出 OK
です！玉手おはなし 箱

11月19日 ㈯

田沢湖図書館 1階
10:00～入場無料

いろんなおはなしいろんなおはなし
いっぱい !いっぱい !

とことことことこ

タイムタイム 1111月月
　お子さんと一緒に利用できる、
泣いても笑ってもいい時間です。

9:00 ～ 12:00
12日 ㈯▼5日 ㈯▼

26日 ㈯▼

 新着図書を紹介します   

▼我、鉄路を拓かん《梶よう子》　 ▼新！店長がバカすぎて
《早見和真》　 ▼奇跡を蒔くひと《五十嵐貴久》　 ▼これでよ
ゆうの晩ごはん《暮しの手帖編集部》　 ▼ぐりとぐらのて
づくりブック《福音館書店編集部》　 ▼タヌキの土居くん

《富安陽子》
● このほかたくさんの児童書・一般書の新刊が入ってきています。

パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
の
せ
か
い

い
ち
お
い
し
い
パ
ン
レ
シ
ピ

《
吉
永
麻
衣
子
、
柴
田
ケ
イ
コ

／KADOKAW
A

》

マ
マ
っ
て
す
ご
ー
い
！

《
ク
リ
ス
・
ホ
ー
ト
ン

／
Ｂ
Ｌ
出
版
》

11月の
休館日

1日火（10月末整理休館）  3日木・祝  7日月  14日月
21日月  23日水・祝  28日月  30日水（月末整理休館）

学習資料館 ☎43-3333

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎43-3333

4日金 ～ 14日月（展示替え休館）
21日月  28日月

11月の
休館日

1日火（整理休館）  3日木・祝  7日月  14日月  
21日月  23日水・祝  28日月  30日水（整理休館）

11月の
休館日

未然に防ぎましょう！テ
ー
マ
展
示

「 大きく見やすい、大活字本 」

「 冬の事故を防ごう 」

 坂本梅子 詩の世界展 　坂本梅子は 50歳で第１詩集を発行した遅咲きの詩人ですが、その創作活動は 100歳ま
で続きました。梅子の詩は鋭い言葉で魂に訴えかけるものが多く、初めて接する人にはや
や刺激が強いかもしれません。しかし、彼女の詩に魅せられ、影響を受けた人も少なくあ
りません。生み出された詩は勿論のこと、本の装丁やタイトルの文字など細部にわたる梅
子のこだわりも本展の見どころです。ぜひこの機会にご堪能ください。

会期：11月15日㈫から会期：11月15日㈫から
令和 5 年 2 月 26 日㈰まで令和 5 年 2 月 26 日㈰まで

19日 ㈯▼

ハ
ヤ
ブ
サ
消
防
団

《
池
井
戸
潤
／
集
英
社
》

「 つかれたらひと休み　心にゆとりを 」
心もからだも休めましょう！

 新着図書を紹介します

▼あこがれ《瀬戸内寂聴》　 ▼編めば編むほどわたしはわたしになっていっ
た《三國万里子》　 ▼しろがねの葉《千早茜》　 ▼沖縄県知事－その人生と
思想－《野添文彬》　 ▼老年の読書《前田速夫》　 ▼それでも僕は東大に合
格したかった《西岡壱誠》　 ▼ベンチャーキャピタル全史《トム・ニコラ
ス／著、鈴木立哉／訳》　 ▼名探偵のいけにえ－人民教会殺人事件－《白
井智之》　 ▼「十二国記」画集〈第二集〉青陽の曲《山田章博》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

夏
日
狂
想

《
窪
美
澄
》

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
・
タ
ン

《
宇
佐
美
ま
こ
と
》

おはなしかいうさぎのみみ

　総合情報センター　おはなしコーナー　TEL　43-3333

　　「「おおおおききななぼぼううしし」」☆☆「「どどううぶぶつつ」」ののおおははななししをを
　　じじゅゅんんびびししててままっっててまますす♪♪
☆☆ささいいごごににみみんんななでで「「おおりりががみみ」」ででああそそびびままししょょうう。。

　　ととももだだちちささそそっっててみみんんななででききててねね♪♪

５５月月１１２２日日（（第第２２土土））ＡＡＭＭ1100::0000～～
☆☆エエププロロンンシシアアタターー　　「「ジジャャッッククとと豆豆のの木木」」☆☆おおおおががたたかかみみししばばいい

おおははななししかかいいううささぎぎののみみみみ
10:00～11月5日 ㈯

★大型紙芝居「しくじったまほうつかい」
★エプロンシアター「アンパンマンとばいきんまん」
★アンパンマンのおめんをつくりましょう！

どんな
まほうつかいかな？
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